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の 朝 は、 ちゃんと 私のと ころへ 集って 来る。 

一 昨年 は 北 軽 井沢、 昨年 は 伊豆 三津 浜に、 今年 は、 

この 小 田 原の 仮寓に、 親子 三人、 例の 如く 元日の 朝の 

食卓に 向って いる。 (箬 である …… ) 

ただ今、 私が 住んで いる 小 田 原の 家と いうの は、 隣 

りの 缶詰 工場の 異臭と 怪音を 除けば、 斎 藤 緑雨の いわ 

ゆる 「海よ し、 山よ し、 天気よ し」 の 三拍子 そろった 

恰好の 住宅で ある。 「天気よ し」 という 表現 は、 緑雨ら 

しくて 私に は 面白い。 

緑雨と いえば 明治 文壇の 奇才で、 その 「あられ 酒」 



もない。 東京が あまりに 近く、 かつ、 人々 が 若す ぎた 

と いう だけの ことであろう。 

小 田 原と いう 町 は、 ただ 東京に 近い だけでなく、 日 

本国 中の どこから でも、 そんなに 遠くない ような 気の 

する 町で ある。 おそらく、 小 田 原の 名 を 冠した 「提灯」 

や 「力 マ ボコ」 のお かげ かもしれ ぬし、 また、 小 田 原 

評定な どと いう 言葉が どうやら 緊迫した 国際情勢 を 反 

映す る、 かの バ— ミュダ 会談 を 連想させる からで も あ 

ろうか？ 

郷土史 家 N さんの 説に よれば 「小田原評定」 と は、 

とかく 香ばしくない 意味に とられが ち だが、 それ もい 



話し手に その 人 を 得れば、 けっこう 「空腹」 の 足しに 

なるとい う 例が、 今 私の 眼の 前に ある。 

これ は 最近、 畏友 関 根秀雄 君から 贈られた 同 君 訳の 

「美味 礼讃」 で、 プリ ャ. サ ヴァラ ン という フランス 人 

が 今から 一 一 百年 前に 書いた 世界的 名著で ある。 

「美味の 生理学」 という 傍題 を もつ この 書物の 不思議 

な 面白さ は、 読者が 知らず知らず 楽しい 食卓に 連れて 

行かれる という ことで ある。 

そして、 「うまい 物」 と は 決して 特別に 金の かかる も 

ので はなく、 どんな もので も、 「上手に」 食べる こと だ 

と 教えられ、 誰でも、 健康な 感覚 さえ もっていれば、 



出て 来て 口中 を 一杯に する。 そのう まさとい つたら 

とても 風雅 を 解せ ぬ 俗人 どもに は 想像が つくまい。 

もう 一 つ、 最後に こんな 一節が あるの を 紹介しょう _ 

一 八 一 五 年 十 一 月の 条約 (註 = ナポレオン 失脚 後、 

フランスが 英、 独、 露、 燠、 スェ— デン などと 結ん 

だ 第二 パリ 講和条約) は フランス に対して、 連合国 

に 七 億 七 千万 フランの 償金 を 支払えと いう 条件 を 押 

しっけた。 その上、 連合国 個別の 要求が これに 加わ 

リ、 かつ、 各国の 君主お よび 将軍た ちが、 てんでに 

勝手な 理由 をつ けて 補償金 を 出せと 強請し、 結局、 

国と しての 賠償 総額 は 十五 億 を 上 廻った。 (註 =今 



の 金に すれば、 数千 億と いうと ころであろう) 

このような 巨額の 金 を、 毎日な しくず しに 現金で 支 

払わねば ならぬ という こと は、 やがて フランスの 財 

政 を 破綻に みちびく ばかりでなく、 国民 その 日 その 

日の 生活 も 極めて 困難になる だろうと いうので、 国 

を あげて 心配した。 

ところが、 案に相違して、 すべて は、 取 越 苦労で あ 

つた。 財政 家が 眼 をみ はって いるう ちに、 支払い は 

いと もやす やすと 行われ、 国の 信用 は 高まり、 借款 

は あとからあとから 出来た。 実際に、 フランス では、 

出る 金よりも 入る 金の 方が 多い という 証拠が ちゃん 



と 数字の 上で 示された。 

いったい、 何が われわれ を 救った か？ この 奇蹟 を 

やっての けたの は、 そもそも 如何なる 神 か？ 

ほかで もない、 「食いしん坊」 という 神で ある。 

フランス を 占領して いる 連合国の 軍隊、 プル トン 人 

も、 ゲルマン 人 も、 チュ ） ^ン人 も、 ありと あら ゆ 

る 侵入者た ち は、 みな 一様に、 フランス 人の 「舌の 

戦術」 に ひっかか つたので ある。 彼等 は 稀に みる 食 

慾と、 非凡な 胃袋と を フランスに 運んで 来た。 美食 

になれ ない 外国人 ども は、 フランスの 土 を 踏んで、 

生れて はじめて 舌の 正月 をした ので ある。 彼等 は 料 
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